
 

    

 

  

  

 

 

宮城県苗組 齋藤豊彦氏 の第 55 回農林水産祭日本農林漁業振興会会長賞受賞記念講演をメイ

ンにして宮城県農林種苗農業協同組合苗木生産技術研修会が 2 月 24 日に宮城県松島町ホテル松

島大観荘を会場にして開催されました。 

研修は、①「わたしの苗木生産」東松島市 齋藤豊彦氏 ②「苗木生産を巡る昨今の情勢につ

いて」全苗連専務理事 安樂勝彦氏 ③「なぜクロマツなの －東日本大震災で被災した海岸防

災林の復旧に向けて－」宮城県苗組専務理事 河野裕氏 の３氏から講演があり、途中、市議会

と重なり到着の遅れた濁沼一孝代表理事組合長の開催の挨拶、質疑応答・意見交換を経て、最

後に太田清隆理事副組合長より閉会の挨拶がありました。研修会終了後、齋藤豊彦氏の受賞祝

賀会が同ホテルにて盛大に開催されました。齋藤豊彦氏の講演の一部を掲載します。 
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宮城県苗組 齋藤豊彦氏 の第 55回農林水産祭日本農林漁業振興会

会長賞受賞記念講演が行われました 

～宮城県農林種苗農業協同組合苗木生産技術研修会より～ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

<< 齋藤豊彦氏からの口頭での説明を最後に追加します >> 

 

◎ 高品質のコンテナ苗完成品を目指す 10 の重要ポイント 

 

① コンテナの扱い：再生産に使用する古いマルチキャビティコンテナは，洗浄し，また使

用直前に殺菌消毒する。 

② 播種の際の種子の取り扱い：乾燥させすぎない。 

    種子消毒 ex.農薬名｢イチバン｣に浸潤処理 

    鳥害防止用の忌避剤 等 

③ 日々の苗畑管理：毎日見回り(観察)する。異常を見つけたら即対応する。 

病気，害虫(特に大量発生しやすいナメクジ，カタツムリ，ネキリムシ(ヨトウムシ)

，コガネムシ，アブラムシ，ミノムシ，シャクトリムシ，シンクイムシ，ゾウムシ

等 

④ 散水状況：水質，水量に留意。 

⑤ 肥培管理：成長する時期を予測しての施肥設計 

Ｎ，Ｐ，Ｋ，その他微量要素， 

伸長して軟弱なときはカリを施肥 

⑥ ベット(床)の状態：成長させたければ，柔らかい状態にする(下から酸素，水はけ良く，

なお，保水性も必要)。  

 



 

⑦ 棚上げのタイミング：その年の成長具合と，気候条件を把握。また棚上げ後，真夏に水

分不足を起こして枯損する場合は，一時棚卸しを行い，避難させ回復させる。これは菌根 

の多いものは水をはじく性質があるため。 

⑧ 冬越しの状態：管理は降水量に左右される。また，できれば，病害虫防除の一助として

， 冬期にしかできない，万能薬と呼ばれる｢石灰硫黄合剤｣の散布を進める。 

⑨ 出荷時のコンテナ苗は，商品であるという認識を持つこと。 

    形状不良はないか？ 

    規格に合っているか？ 

    根鉢は崩れていないか？ 

    病害虫はついていないか？  等々，様々な角度から見ること。 

⑩ 需要者とのより良き関係を図っていくこと。殿様商売は避ける。 
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会員からの質問に答えて  

～金融機関から借り入れる場合の保証制度について～ 
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④ 債務保証付き融資 

１１ 

③ 債務の保証 

② 債務保証の協議 
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3 14  第 3 回原木等需給情報共有化対策事業検討委員会  

3 23  34 JA  

3 24  第 2 回林業薬剤協会理事会(学士会館)  

    

   

 

 



 


